
グループ長あいさつ  吉岡　瑞樹（先端素粒子物理研究センター）
現代において、我々研究者が創出する新たな知と技術は、社会に大

きく影響を与えます。同様に、研究や我々自身も、社会の影響を大きく
受けています。そのため、我々研究者には、社会や人 と々信頼関係を構
築し、相互理解をなすことが欠かせません。
そこで必須となるマインド(心構え)が、科学コミュニケーションです。
科学コミュニケーションは、自然科学および人文・社会科学含む全ての
学術領域に携わる研究者や専門家と、非研究者・非専門家との間でな
されるべき、対等かつ双方向的なコミュニケーションのあり方です。
日本では、1995年に科学技術基本法が施行され、それに基づき策定

された科学技術基本計画により科学コミュニケーションの推進と定着
が図られてきました。2021年からは多層的な科学コミュニケーションを
推進する第6期が始まり、政府レベルでも科学コミュニケーションの振
興が益々重要視されています。
本学では2008年度より「九州大学の教育研究における社会連携事
業に関する基本方針」を掲げ、社会連携活動の取り組みを既に十年以
上に亘って展開してきました。昨今の社会情勢を鑑み、こうした取り組
みの一層の充実のために、2020年4月に社会連携推進室に「科学コ
ミュニケーション推進グループ」を新設しました。
また、本学では2030年に目指す姿を「総合知で社会変革を牽引する
大学」と定め、「知の拠点として地域社会やグローバル社会と共生・共
創し、研究教育活動を通して社会の持続可能な発展と人々のウェル
ビーイングの向上に貢献する」という社会共創のビジョンを掲げていま
す。このようなビジョンを達成するためにも、シチズンサイエンスを含む
科学コミュニケーション活動の重要性が益々高まっています。本学構成
員の皆様と科学コミュニケーションの意義と重要性を共有し、社会に開
かれた大学を実現する一助となれば幸いです。

科学コミュニケーション
推進グループとは
科学コミュニケーションの活性化を目的に、
社会連携推進室内に2020年4月に設置されたグループです。

樹木の幹は、手を広げプレゼンテーション
を行う研究者の姿です。樹木の葉は、研究
者と知識を共有する市民であり、相互に
議論し気づきを生み出す様=科学コミュ
ニケーションを表現しました。

九州大学社会連携推進室
TEL : 092-802-2301
mail : syarenkei@jimu.kyushu-u.ac.jp
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科学コミュニケーションを
活性化させる

 全ての本学構成員が、
科学コミュニケーションの意義と重要性を共有し、
一般の方との協働的・共創的な交流を促す

基盤を構築するために、
以下の3つの活動を展開します。

3つの活動

2相談・支援
本学構成員と一般の方との
信頼関係を構築し相互理解
をなす科学コミュニケーショ
ンの実践と場づくりを支援し
ます。

3提言・FD
本学における科学コミュニ
ケーションに関する提言をし
たり、実践におけるスキル
アップに関わる講習(FD)を
行います。

サイエンスアゴラ
科学技術振興機構（JST）が、
毎年11月に東京で開催して
いる科学コミュニケーション
イベントです。産学官民から
中高校生まで、幅広い参加者
を集めています。

サイエンスカフェ 
科学者と一般の方が対等な
立場で科学の話題を共有し
たり、対話できる場です。カ
フェや店舗などリラックスし
た雰囲気で実施します。

異分野交流
異なる専門を持つ研究者の出会い
の場を作ります。本学教員有志が
運営する「いきものサロン」では、生
物の専門家の話題提供に対して、
様 な々分野からの質問や議論が行
われています。

シチズンサイエンス
一般の方が参加したり、主役にな
れる科学研究活動、それがシチ
ズンサイエンスです。私たちは一
般の方と共に創り上げる科学の
推進に取り組んでいます。

アンケート等によって、本学
における科学コミュニケー
ションの現状を調査・分析し
ます。

1調査・分析

活動事例


